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Ⅰ．はじめに

2008 北京五輪での銅メダルを獲得、また 2012 ロ

ンドンオリンピックでも第 5位入賞に続き、リオデ

ジャネイロ五輪ではアジア新記録にて銀メダルを獲

得する快挙を遂げた。

今までの報告に続き、今回はリオデジャネイロ五

輪時における日本のデータと、決勝で上位に入った

ジャマイカ、カナダ、中国、そして失格にはなった

がメダル圏であった米国の分析を行った。各国の

データを分析することにより、日本チームの一助と

なればと願っている。

尚、日本陸連科学委員会ならびにチーム「ニッポ

ン」マルチサポート事業で行っているデータ収集な

らびにフィードバックの詳細は、過去の研究報告

第 1 〜 5 報ならびに 2012 年日本スプリント学会に

おける「ロンドンオリンピックに向けた男子 4 ×

100m リレーへの科学的サポート（松尾ら）」、日本

スプリント学会第 27 回大会における「銀メダルへ

のプロセス〜科学サポートと具体的取り組み（小林

ら）」ならびに日本陸上競技学会第 15 回大会におけ

る「リオオリンピックでの医科学サポートの実際（小

林）」の報告を参照されたい。

Ⅱ．方法

高速度カメラであるほど、分析値は正確に算出で

きる。しかし、高速度になる程、画角が狭くなり、

画質が粗くキャリブレーションマークが見づらくな

る物が多い。またカメラが大型化して、海外への持

ち運びが難しくなる場合もある。今回の撮影では、

①　海外での撮影であること、治安を考え荷物を最

小限に出来ること

②　日本チームを中心に複数のチームを捉えること

③　撮影時刻が夜間であること

④　カメラマン数が少ないこと

を考えて、パナソニック製 FZ-300 を選択し、HD

画質 120flame/ 秒で撮影することを決めた。FZ300

は HD で 120flame/ 秒の記録が可能である。HD は画

角が広いので複数のチームを捉えることが出来、ま

た画質も良いので走路上のマーキングも分かりやす

い。撮影は全て観客スタンドで行い、キャリブレー

ションマークならびに走者が的確に収まる位置で撮

影した。オリンピックでは通常大会よりも立ち入り

制限区域が多くなるので、撮影の位置確保は重要に

なってくる。カメラ位置などの概略図は図 1の通り

である。1 台のカメラで 1 パスゾーンの撮影では無

く、複数箇所の撮影をして補完をし、データに誤差

の出ない様に細心の注意を払った。撮影位置の全て

において、スターターのシグナル光が入る様に撮影

した。また各ゾーンのマークをキャリブレーション

として用いた。

パス区間タイムや走速度の算出は、Microsoft®

製 Excel を用いた。また Apple® 製 Final Cut Pro 

X ならびに QuickTinePro7 を用いてコマの割り出し

をした。

Ⅲ．フィードバックしたデータについて

リレーのバトンパスタイムなどの分析区間は、図

2 を基準としている（2014 年度第 4 報、2015 年度

第 5 報と同様である）。大会時ならびに練習時は①

から④を適宜組み合わせて、データ収集ならびに

フィードバックをしている。今回はキャリブレー



－ 105 －

ションを取りやすい、図中②の 20m バトンパス区間

のデータを算出した。また各個人の区間タイムも算

出した。1 走はブルーまでの 80m タイムとインまで

の 90m タイムを算出した。基本的には 90m タイムが

指標となると考えるが、状況によってインまでに前

走者と詰まる事があり、減速している可能性がある

ので、80m タイムも参考のため算出している。2 走

ならびに 3 走はインからインまでの 100m タイムと

した。4 走はインからゴールまでの 110m タイムと

アウトからゴールまでの 90m タイムとした。予選時

のジャマイカのみ、キャリブレーションマークと

フィールド器具が重なってしまい分析が不可能で

あったため、除外した。フィードバックしたデータ

と過去に算出したパスタイムのデータを表 1に示し

た。

パスタイムの結果を見ると、決勝時の日本はパス

三カ所の総計が 5 秒 64 と、優勝したジャマイカよ

りも早く、また昨年の北京世界選手権時の 5 秒 90

よりも 0.26 秒も向上していた。今までよりも利得

距離を伸ばしたアンダーハンドパスの方法や、パス

の受け渡し場所の最適化など、強化の現場において、

様々な戦略を立ててトレーニングをした結果が実を

結んだと言えた。しかしながら中国は 5 秒 56 と日

本を上回るタイムを出している。小林の報告にもあ
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るが、日本は未だパスにおいてもタイム短縮の余地

があり、この先、更なるリレータイムの向上が考え

られた。

個人の走タイム合計（表 1 中の① + ② + ③ + ④）

を見てみると、決勝ではジャマイカ 37 秒 95、カナ

ダ 38 秒 29、日本 38 秒 34 であった。日本は予選で

38 秒 21 を出している。日本は予選の 38 秒 21、決

勝 38 秒 34 ともに、9 秒台選手を 4 名揃えている米

国よりも早かった。また第 1走では山縣が、第 3走

では桐生が、区間の中で 1番早いタイムを出してい

る。第 2走の飯塚は 4番目、ケンブリッジも 4番目

のタイムで走っていた。これらのことから、日本の

4 選手は、フラットレースにおいて 9 秒台が出る可

能性が非常に高いのではと考えている。

また、個人区間タイムがフラットレースのシーズ

ンベスト記録（以下、SB）に対して何 %であったの

かを算出した（表 2）。第 4報でも述べたが、この %

数値や相関の情報を蓄積することによって、リレー

時における目標指標が作成できればと考えている。

SB は IAAF のウェブサイトなどを参考にした。

200m が専門の選手の様に、100m 記録よりも、200m

記録の 1/2 のタイムの方が良い選手は、その数値を

用いた。表中の % 数値が小さいほど、SB に対して

リレーでのタイムが良かったことを表している。1

走の TANG や HAYNES、山縣や、2走の COLEMAN や飯塚、

3 走の SU や桐生、4 走は BOLT や DE GRASSE の強豪

に続いてケンブリッジが良かった事が伺えた。

図 3〜 6は SB と個人区間タイムの相関図である。

横軸は SB を、縦軸は個人区間タイムを表している。

また黒色プロットがリオ五輪データを表す。1 走の

相関係数は0.75、2走は0.65、3走は0.64、4走は0.73

であった。第 4報の時と比べて、どの区間において

も若干、相関係数が上がっていた。また 2走と 3走

は相関係数は 1走と 4走に比べて相関係数は低かっ

た（第 4 報の時と同様）。1 走と 4 走は r=0.73 以上

でp値も0.001以下と比較的高い相関係数であった。

2 走と 3 走は、風の方向であったり、2 度のパスの

影響による加減速が影響していることが考えられ

た。1 走と 4 走はパスが 1 回しかないことや、選考

の際に安定して能力を発揮できる選手を選んでいる

事などが考えられるが、「1 走と 4 走は、どの様な

状況であっても SB と同じタイムが充分望める」こ

とが伺えた。今後、さらにデータを収集して、方向

性を見いだせればと考えている。
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図 3　1走の相関図

図 4　２走の相関図

図 5　３走の相関図

図 6　４走の相関図


